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こ
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、

第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

開
催
ま
で
、
五
八
○
日
弱
と
な
っ
て
い

る
。　
過
去
十
一
回
、
タ
イ
国
で
三
回
、
ス

リ
ラ
ン
カ
で
二
回
す
で
に
開
か
れ
、
日

本
で
開
催
す
べ
き
客
観
的
情
勢
は
、
種

々
の
面
で
と
と
の
っ
た
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

　
そ
し
て
、
や
る
か
ら
に
は
国
の
総
力

を
あ
げ
て
の
運
動
を
展
開
し
、
大
い
な

る
成
果
を
あ
ら
し
め
る
大
会
に
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　
こ
の
際
、
仏
教
徒
が
私
心
を
忘
れ
、

仏
教
と
い
う
共
通
の
広
場
に
集
い
、
未

来
へ
の
方
向
を
見
い
出
せ
れ
ば
、
こ
れ

に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。

　
何
か
大
き
な
目
標
を
か
か
げ
、
そ
れ

に
向
っ
て
、
歩
み
は
の
ろ
く
て
も
い
い

し
か
し
確
実
に
前
進
す
る
こ
と
が
、
必

要
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
◎

（写^は京
都
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
全
日
仏
の
理
事
会
・
評
議
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会
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常
務
理
事
会
な
ど
開
く

　
　
舎
本
仏
教
会
で
は
、
一
月
二
＋
六
日
午
前
＋
時
よ
り
、
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
霧
鞭

レ瑚
理
事
会
、
宗
務
総
長
会
、
理
事
会
・
評
議
員
会
を
各
々
開
催
し
、
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
醐

蝋
型
鐸
耀
＋
二
回
W
F
B
日
本
大
、
調
な
ど
の
議
案
を
上
梶
そ
れ
ぞ
れ
　

52
N
度
事
業
計
画
、
予
算
き
ま
る

　
常
務
理
事
会
は
午
前
十
時
よ
り
三
階
「
ル
イ

の
間
」
に
お
い
て
、
常
務
理
事
総
数
二
十
毒
中

出
席
者
十
二
名
、
委
任
状
提
出
者
六
名
を
も
っ

て
開
か
れ
、
議
長
に
田
辺
哲
崖
理
事
長
、
議
事

録
署
名
委
員
に
松
村
寿
顕
師
（
日
蓮
宗
）
、
野

村
宗
春
師
（
浄
土
宗
）
を
選
出
し
議
事
に
入
っ

た
。　
議
案
第
一
号
「
人
事
異
動
に
つ
い
て
」

　
左
記
の
理
事
一
名
、
評
議
員
十
名
の
新
任
を

承
認
◎

　
評
議
員
　
島
田
信
了
　
高
知
県
仏
　
1
・
2
6

　
　
〃
　
　
熊
谷
隆
正
　
岩
手
県
仏
　
　
〃

　
　
〃
　
　
越
智
憲
英
　
愛
媛
県
仏
　
　
〃

　評理
〃議　〃
　員事

〃〃〃

継
川
属
領

大
島
二
道

久
山
忍
堂

西
村
日
地

栗
田
伸
美

嚢
原
盤
元

小
林
慶
存

池
島
得
宝

島
根
県
仏

埼
玉
県
仏

相
国
寺
派

本
門
仏
立

曹
洞
宗

　
〃
天
台
寺
門

融
通
念
仏

〃〃〃〃〃〃〃

　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」
（
三
号
議
案
と
一
括
審
議
）

　
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
二
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」

　
島
田
庶
務
部
長
、
小
峰
財
務
部
長
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
原
案
を
説
明
し
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
に
つ
い
て
」

　
W
F
B
事
務
総
局
長
の
麻
布
照
海
師
紹
介
と

竜
夫
、
神
原
富
祐
（
代
）
、

宗
春
、
田
辺
哲
崖
、
別
所
弘
因
、

稲
岡
覚
順
（
代
）
、
芳
賀
達
宗
（
代
）

宣
泰

▼
7

　
挨
拶
の
あ
と
、

　
鎌
田
国
際
部
長

　
よ
り
予
算
案
・

　
組
織
表
に
つ
い

　
て
説
明
、
そ
れ

　
ぞ
れ
承
認
さ
れ

　
た
。

　
　
（
出
席
者
）

　
松
村
寿
顕
、
江

　
西
寛
堂
、
熊
野

神
田
寛
雄
、
野
村

　
　
嶺
藤
　
亮
、

　
　
　
　
、
貝
山

▲

宗
務
総
長
会
は
午
前
十
一
時
よ
り
同
「
ル
イ慎重に討議をかさねる宗務総長会

の
間
」
で
開
か
れ
、
常
務
理
事
会
の
議
案
と
同

じ
く
、
議
題
と
し
て
「
昭
和
五
十
二
年
度
事
業

計
画
に
つ
い
て
」
、
　
「
昭
和
五
十
二
年
度
歳
入

歳
出
予
算
に
つ
い
て
」
、
「
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
に
つ
い
て
」
が
だ
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
（
出
席
者
）
松
村
寿
顕
、
田
辺
哲
崖
、
江
西

寛
堂
、
味
岡
良
戒
、
桜
井
景
雄
、
神
田
寛
雄
、

浅
井
自
香
、
西
村
日
地
（
代
）
、
藤
田
俊
教
、

熊
野
竜
夫
、
池
田
螢
輝
、
神
原
玄
祐
（
代
）
、

町
立
亮
、
中
井
禅
隆
（
代
）
、
真
枝
真
慧
、

別
所
弘
因
、
山
本
勝
隆
、
青
木
法
事
、
立
部
端

祐
（
代
）
、
長
谷
川
霊
信
（
代
）
、
岩
城
秀
雄

川
原
快
俊
、
稲
岡
覚
順
（
代
）
、
北
河
原
公
典

W
F
B
日
本
大
会
負

担
金
な
ど
を
承
認

＝＝

一≡

冨

一≡

｣

■

　
理
事
会
・
評
議
員
会
は
午
後
一
時
半
よ
り
三

階
「
あ
け
ぼ
の
」
で
同
時
に
開
か
れ
た
。

．
評
議
員
会
は
評
議
員
総
数
百
七
十
六
名
中
、

出
席
者
五
十
八
名
、
委
任
状
提
出
者
六
十
一
名

を
も
っ
て
開
か
れ
、
田
辺
理
事
長
挨
拶
の
あ
と

議
長
に
木
辺
宣
慈
師
（
滋
賀
県
仏
会
長
）
、
議

事
録
署
名
委
員
に
藤
田
教
忠
．
（
日
蓮
宗
）
・
来

山
泰
龍
（
妙
心
寺
派
）
の
両
師
を
そ
れ
ぞ
れ
選

出
、
日
程
を
一
部
変
更
し
、
一
号
議
案
の
前
に

報
告
事
項
1
を
取
扱
い
議
事
に
入
っ
た
。

　
報
告
事
項
1
「
人
事
異
動
に
つ
い
て
」

　
過
去
一
力
年
に
異
動
の
あ
っ
た
理
事
・
評
議

2一
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員
二
十
七
名
、
事
務
局
人
事
八
名
に
つ
い
て
報

告
。　
議
案
第
コ
号
「
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」
（
二
号
議
案
と
一
括
審
議
）

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
二
年
歳
入
歳
出
予

算
に
つ
い
て
」

　
一
号
議
案
は
島
田
庶
務
部
長
、
二
号
議
案
は

小
峰
財
務
部
長
よ
り
事
務
局
案
を
説
明
。
会
議

費
、
資
料
収
集
費
、
時
局
対
策
費
な
ど
の
予
算

削
減
は
、
W
F
B
大
会
を
ひ
か
え
通
常
会
計
を

お
さ
え
、
そ
れ
に
と
も
な
う
事
業
計
画
の
圧
縮

な
ど
の
事
情
を
説
明
し
了
承
さ
れ
、
一
号
・
二

号
議
案
は
一
括
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
に
つ
い
て
」

　
先
の
常
務
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
W
F
B
事

務
総
局
長
の
麻
布
照
海
師
を
紹
介
、
麻
布
師
挨

拶
。
安
藤
次
長
が
経
過
報
告
、
来
馬
国
際
文
化

局
長
が
予
算
お
よ
び
組
織
表
を
説
明
の
あ
と
、

負
担
金
納
入
、
勧
募
方
法
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
な
さ
れ
「
負
担
金
に
つ
い
て
は
二
年
度
に
わ

た
っ
て
消
化
し
て
も
ら
い
初
年
度
に
二
分
の
一

以
上
、
三
分
の
二
程
度
を
期
待
し
て
い
る
。
勧

募
に
つ
い
て
は
な
お
委
員
会
で
研
究
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
理
事
会
は
総
数
四
十
五
名
中
、
出
席
者
二
十

一
名
、
委
任
状
提
出
者
八
名
を
も
っ
て
開
か
れ

議
長
に
田
辺
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委
員
に
貝

山
宣
泰
（
神
奈
川
県
仏
）
、
別
所
弘
因
（
智
山

派
）
の
二
師
を
選
出
し
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
」

　
評
議
員
会
の
同
意
を
得
た
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
二
年
度
歳
入
歳
出

予
算
に
つ
い
て
」

　
評
議
員
会
の
同
意
を
得
た
原
案
を
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議

日
本
大
会
に
つ
い
て
」

　
評
議
員
会
の
同
意
を
得
た
原
案
を
承
認
。

新
年
度
歳
入
歳
出
予
算
の
内
容

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
歳

入
歳
出
予
算
は
、
前
述
議
案
の
と
お
り
事
務
局
．

原
案
が
承
認
さ
れ
た
◎

　
事
業
計
画
別
項
掲
載
の
通
り
ほ
ぼ
前
年
度

を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本

大
会
を
翌
年
に
ひ
か
え
る
た
め
、
そ
の
準
備
な

ら
び
に
予
算
の
関
係
か
ら
、
事
業
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
局
も
あ
る
。
第
二
十
五
回
全
日
本

仏
教
徒
会
議
は
十
月
置
浦
和
市
で
開
催
の
た
め

埼
玉
県
仏
と
緊
密
な
打
ち
合
せ
を
す
す
め
準
備

に
入
っ
て
い
る
。
夫
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進
に

つ
い
て
は
、
特
に
夫
加
盟
の
県
仏
組
織
化
に
力

を
注
ぐ
。
ま
た
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
新
し
い

テ
ー
マ
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
　
歳
入
歳
出
と
も
四
千
五
百

五
十
九
万
七
千
円
で
承
認
さ
れ
た
が
、
W
F
B

大
会
開
催
を
ひ
か
え
宗
派
・
団
体
の
負
担
金
据

置
の
た
め
、
前
年
度
よ
り
五
十
九
万
五
千
円
の

増
で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
仏
教
伝
道
協
会
の
加

盟
や
雑
収
入
等
の
増
に
よ
る
。

　
歳
出
で
は
事
務
総
局
費
三
千
四
十
八
万
円
、

総
務
局
費
三
百
六
十
五
万
円
、
組
織
局
費
四
百

四
十
万
円
、
国
際
文
化
局
費
六
百
五
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
予
算
の
中
で
は
、
人
件

費
・
渉
外
費
・
機
関
紙
発
行
費
な
ど
が
多
少
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
会
議
費
・
組
織
強
化

費
・
時
局
対
策
費
・
国
際
運
動
費
・
教
化
費
な

ど
が
目
立
っ
て
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

新
年
度
事
業
計

画
各
局
の
内
容

　
　
〈
総

基
本
目
標

実
施
項
目

　
　
〈
組

基
本
目
標

実
施
項
目

務
局
〉

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
に
よ
り
各

種
の
事
業
遂
行
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る

ω
加
盟
団
体
と
の
連
絡
提
携
の
強

化②
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡

㈲
過
年
度
（
前
年
度
を
含
む
）
採

択
事
項
の
実
施
（
担
当
事
項
）

織
　
局
V

本
会
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業
目
・

的
だ
る
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び

育
成
を
主
に
し
、
時
代
に
即
応
し

た
全
一
仏
教
運
動
を
強
く
推
進
す

る
と
共
に
構
成
団
体
の
一
層
の
強

化
と
団
結
を
期
す
る
た
め
下
記
の

事
業
を
実
施
す
る

ω
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会

’
議
（
各
種
代
表
考
会
議
）
の
開
催

②
未
加
盟
団
体
の
加
盟
促
進

㈹
ブ
ロ
ッ
ク
別
立
古
仏
教
会
代
表

％
0
8
0
8
0
。
。
0
8
0
8
0
。
。
0
8
n
り
β

o《：＝》oo（＝＝）ooooooooooo（＝＝》oo⊂＝》oo⊂＝）ooζニ♪ooooo⊂＝：》ooo

具用量寺

浅草通り五鳳会加盟店

商店田猟

U
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
0
0
α

　
　
　
　
　
者
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
ω
地
方
仏
教
運
動
の
推
進
、
地
方

　
　
　
　
仏
教
徒
大
会
、
講
演
会
等
へ
協
力

　
　
　
　
　
㈲
各
地
檀
信
徒
会
の
充
実
と
全
国

　
　
　
　
　
組
織
化
の
推
進
　
　
．
・

　
　
　
　
　
⑥
時
局
対
策

　
　
　
　
　
ω
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
当
事
項
）

　
　
〈
国
際
文
化
局
〉

基
本
目
標
　
本
会
の
寄
付
行
為
第
五
条
の
事
業

　
　
　
　
　
目
的
た
る
世
界
各
国
の
W
F
B
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
お
よ
び
仏
教
諸
団
体
と
の

　
　
　
　
　
連
絡
、
文
化
交
流
を
中
核
と
し
で

　
　
　
　
仏
教
に
よ
る
国
際
親
善
と
世
界
平

　
　
　
　
和
の
実
現
を
期
す
る
。
ま
た
仏
教

　
　
　
　
　
運
動
の
総
合
的
企
画
促
進
、
各
種

　
　
　
　
仏
教
運
動
の
実
践
育
成
な
ら
び
に

1　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄由原町駅前）

1電話代表（841）4965
　

α。066⇔わ。⇔bσ⇔。。o。6⇔。。06。06σd。σ昌苓に5。σ邑
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全　　　 仏
第3種郵便物認可昭和52年3月1日

　
　
　
　
広
報
活
動
を
活
発
に
行
う
こ
と
に

　
　
　
　
よ
っ
て
全
一
仏
教
運
動
の
促
進
を

　
　
　
　
は
か
る

一
国
際
部
一

実
施
項
目
　
ω
W
F
B
関
係

　
　
　
　
④
本
部
で
決
議
さ
れ
た
事
項
の
実

　
　
　
　
　
施

　
　
　
　
㈲
W
F
B
第
十
二
回
日
本
大
会
準

　
　
　
　
　
備
、
W
F
B
常
任
理
事
会
、
ユ

　
　
　
　
　
ネ
ス
コ
会
議
等
へ
の
出
席
お
よ

　
　
　
　
　
び
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
の
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
㈲
国
際
仏
教
交
流
関
係

　
　
　
　
　
ω
臨
時
に
行
わ
れ
る
国
際
会
議
ま

　
　
　
　
　
た
は
巡
拝
団
等
へ
の
代
表
派
遣

　
　
　
　
　
㈲
訪
日
仏
教
徒
の
歓
迎
接
待

　
　
　
　
　
の
在
日
各
国
公
舘
と
の
連
絡
接
渉

　
　
　
　
　
ω
海
外
に
お
け
る
各
宗
派
開
教
本

　
　
　
　
　
部
と
の
連
絡
提
携

　
　
　
　
　
困
各
国
の
天
災
戦
上
等
に
対
す
る

　
　
　
　
　
救
援
活
動

　
　
　
　
　
囚
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
㈲
渉
外
広
報
関
係

　
　
　
　
　
ω
英
文
日
本
仏
教
ニ
ュ
ー
ス
の
刊

　
　
　
　
　
行
企
画

　
　
　
　
　
＠
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
　
　
　
　
ω
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

　
　
　
　
　
当
事
項
）

　
i
文
化
部
i

実
施
事
項
　
ω
機
関
紙
「
全
品
」
の
発
行
普
及

　
　
　
　
　
㈹
日
本
仏
教
文
化
会
議
の
企
画
お

　
　
　
　
　
よ
び
開
催

　
　
　
　
　
㈲
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及

　
　
　
　
　
（
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
等
）

㈲
そ
の
他
広
報
宣
伝
に
関
す
事
項

⑤
過
年
度
採
択
事
項
の
実
施
（
担

当
事
項
）

・》

n
O
O
O
O
O
脅
　
　
O
◎
0
0
0
（
U
　
O
O
O
O
O
（
h
リ
O
O

にぎやかに新年懇親会

　全日仏、90名が出席して

　
全
日
本
仏
教
会
の
新
年
懇
親
会
は
、
一
月
二

十
六
日
、
京
都
ホ
テ
ル
に
お
い
て
常
務
理
事
会

な
ど
に
引
き
続
い
て
四
時
か
ら
九
十
名
が
出
席

し
、
滝
組
織
部
長
の
司
会
で
す
す
め
ら
れ
た
。

　
鱒
渕
事
務
総
長
の
開
会
の
辞
、
西
口
公
教
国

・
分
寺
派
管
長
の
三
帰
依
文
唱
和
の
あ
と
、
望
月

日
滋
副
会
長
（
日
蓮
宗
）
の
挨
拶
、
自
民
党
総

務
局
長
・
奥
野
清
亮
氏
（
元
文
部
大
臣
）
の
祝

辞
が
あ
り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
大
谷
光
照

門
主
の
乾
杯
で
宴
に
入
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
は
各

宗
派
管
長
・
宗
務
総
長
、
懸
仏
会
長
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
立
っ
て
年
頭
所
感
を
述
べ
、
東
京
都
仏
郡

司
博
道
事
務
局
長
の
音
頭
で
全
日
仏
の
弥
栄
と

第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
円
成
を
祈
っ
て

万
歳
三
唱
、
安
藤
事
務
次
長
の
閉
会
の
辞
で
散

会
し
た
。

　
　
【
写
真
は
新
年
懇
親
会
の
交
歓
】

、
・
這
唱
、

璽
　
．
㍉
D

真
の
合
掌
の
心
を
生
む
御
仏
像
を

檜
の
一
刀
彫
聖
観
世
音
菩
薩

今
日
の
空
し
い
こ
と
の
多
い
人
間
社
会
の
中
で
、
仏
の
偉
大
な
力

を
授
か
ろ
う
と
す
る
人
々
は
数
多
く
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
我
が
心
の
寺
院
が
、
戦
前
戦
後
の
混
乱
期
に
、
尊
い

御
尊
像
を
失
っ
て
、
魂
こ
そ
残
っ
て
は
い
ま
す
が
、
お
姿
の
見
ら

れ
な
い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
こ
こ
に
当
協
会
の
長
年
の
指

導
の
も
と
に
観
仙
一
門
が
心
血
を
注
い
で
謹
書
し
ま
し
た
一
灯
、

一
華
を
献
じ
さ
せ
ら
れ
る
気
持
に
な
る
聖
観
世
音
菩
薩
立
像
で
す
。

限
定
木
彫
と
し
て
、
宗
教
法
人
の
皆
さ
ま
に
格
安
に
て
御
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
方
法
は
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

受
付
電
話

㎝（2．75尺）

320，000

84

w
￥

長
質
格

全
材
価

日
本
彫
塑
普
及
協
会
御
野
仏
奉
仕
部

〒
m
東
京
都
文
京
区
白
山
一
～
一
三
～
一
～
二
〇
二
号

　
　
　
　
　
電
話
0
3
（
八
一
六
）
五
六
四
一

一
’
．
噸
」

璽
〆
」

「
4

イ　ハ肥汽」ﾖ　　　・　‘」　　一”
9ギ　　L’b一一

F開脚
■．＿、　　｛
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全　　　仏
第3種郵便物認可

　昭和52年度財団法人全日本仏教会歳人歳出予算書

歳入　　金45，597，000　歳入予算高

歳出　　金45，597，000　歳出予算高

　　歳入歳出差引残高なし　　　　　』㎞”』’　　「『　－　’－一、『

昭和52年3月1日

　　　　　　　　脳ノ、脳μ」々二」ノ1夙11口J　d・）

i歳入の部 科　　　　　目 前年産’

¥算額科　　　　　目 款 項 目

．．．予箪額、

款 項 目
予算額

前年度

¥算額 1．事務総局費 ・蠣妻 1，700，000 1，700，000

1．負担金 40，193，000 40，344，000 5．．渉外費 3，000，000 2，200，000

嗜魏 35，967，000 36，208，000 2．総務局費 3，650，000 3，530，000

喰黙 4，226，000 4，136，000 1．会議費 1，450，000 1，580，000

2．寄附金 200，000 200，000 1．理事会費・ 400，000 330，000

a未納徴収金 300，000 300，000 2．評議員会費 150，000 370，000

4．基金果実． 990，000 990，000
各種委a員会費

300，000 430，000

5．雑収入 800，000 400，000 4．諸会議費 600，000 450，000

α繰越金 3，114，000 2，768，000
2．共通事項

?ﾙ．．費
．1・809・000 1，600，000

歳　　　入　　　計 45，597，000 45，002，000 』3．調査研究費 ｝． 400，000 350，000

a組織局費 4，400，000 4，800，000

（歳出の部）
1．組織強化費　 3，90σゼ000 4，000，000

科　　　　　目 P．組織強化費 1，000，000 1，000，000

款 項 目
予算額

前年度
¥算額 二二 2，900，000 3，000，000

L事務総局費 30，480，000 27，980，000 2時局対策費
己マ　　，

500，000 800，000

L人件費 19，400，000 16，900，000 6，050，000 7，100，000

L職員俸給 7，800，000 7，500，000 1．国際運動費 950，000 2，750，000

2．諸　　給 9，700，000 7，700，000

　国際文4．　化局費

・L賑昌 100，000 1，900，000

3．厚生費 1，100，000 700，000
12要緊贅 450，000 450，000

4．退職積立金 800，000 1，000，000 3．国際渉外費 400，000 400，000

2．事務費 4，380，000 5，180，000 a文化会議費、 1，500，000 1，500，000

1．借館借室費 1，680，000 1，680，000 1．文化会議費 900，000 900，000

2．通信費 　■P，200，000 2，000，000 2．紀要作成費 600，000 600，000

3．消耗品 200，000 200，000 3．教化費 100，000 350，000

4．光熱費 350，000 350，000 1．教化諸費 100，000 350，000

5．備品費 300，000 300，000
機関紙4．発行費

3，500，000 2，500，000

6．印刷費 400，000 400，000 5．雑　　費 1GO，000、 100，000

7．諸雑費 250，000 250，000　」 α予備費 917，000 1，492，000

3．旅　　費 2，000，000 2，000，000 歳　　　出　　　計 45，597，000 45，002，000

一5一
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昭和52年3月1日

　　　　　第12回世界仏教徒会議日本大会予算書

収入金266，844，000円収入予算高　　　収入支出差引残高なし

全　　　仏
第3種郵便物認可

　　　　支出　金266，844，000円　支出予算高
i収入の部）

科　　　　　　　目
款’ @　　　　項　　　　　　目

予　算　額

款 項 予　算　額 6．渉外費　　　　　　　　　2，000，000

1．加盟団体協力金 40，344，000． 7．資料・費一 10，000，000円

1．宗　　　　派 36，208，000 1．議事録費． 7，50q，000．．

2．都道府県仏 3，136，000「 2．会議資料費 2，500，000

3．諸　　団　　体 1，000，000 8．雑　　費 1，009，00Q

2．協　　賛　　金 111，500，000 2．大会費
・　　一　曹・　・　一・幽　鼻　　　．　　・　r　　一　　「　，π　－　7　‘層　幽，　　幽　・・　，一

S8，000，000

’1．特別寺院協賛金 41，500，000 1．会議・費一 7，000，000

2．一般寺院協賛金 50，000，000 ＿ユ．．．会場　費．3，QQO■，　QOO

3．仏教徒協賛金 20，000，000 2．設　営　費 2，000，000

3．寄　　附　　金 110，000，000 3．運　営　費 2，000，000

1．実業界寄附金 工00，000，，000 2．歓迎大会費 15，000，000

2．その他寄附金 10，000，000 1．会場・費 3，000，000

4．雑　　収　　入 5，000，000 2．．設　営　費 4，000，000

計 266，844，000 3．法　要　費 1，000，000

（支出の部）
4．アトラクション費 5，000，000

科　　　　　　　目

款　　　　　　項　　　　　　　目
予　算　額 5．運　営　費 2，000，000

1．事務局費 63，500，000円 3．レセプション 6，000，000

1．事務費 8，500，000 4．記念品費 15，600，000

1．交　通　費 2，000，000 5．通訳費 1，000，000

2．通　信　費 2，000，000 6．資料費 2，000，000

3．印　刷　費 2，000，000 7．本部費 400，000

4．需用　費 1，500，000 8．雑　　費 一1，000，000

5．雑支　出 1，000，000 3．外国代表接待費 39，200，000

2．人件費 20，000，000 1．宿泊費 20，800，000

1．諸　　　給 17，000，000 2．交通費 10，000，000

2．臨時雇員費 3，000，000 3．記念品費工 1，300，000

3．会議費 5，000，000 4．接待費・ 3，500，000

1・．総　会費 1，000，000 5．保安保険費 2，000，000

2．理事会費 ・300，000 6．雑　　費 1，600，000

3．評議員会費 300，000 4．記念事業費 100，000，㎜

4．委員会費 2，000，000 1．男杢綴霧 56，000，000

5．局内会費 800，000 2・撫援猛 5，000，000

6．諸会議費 600，000 3．記念出版費 10，000，000

4．勧丁丁 7，000，000 4・撃墨i額裏 10，000，000

1．勧募事務費 500，000 5．仏教交流基金 4，000，000

2．勧募諸費 6，500，000 6．諸事業費 15，000，000

5．広報費 10，000，000 5．WFB理事会費 3，000，000

1，ポろタ「作製費 7，000，000 6．予、備．費
」　L－　r　棒

2；広報活動費 3，000，000 計　一 ・266，844，000

一6一
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昭和52年3月1日
全　　　仏
第3種郵便物認可

総
額
二
億
六
千
六
百
万
円

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
（
以

下
W
F
B
日
本
大
会
）
は
昭
和
五
十
三
年
十
月

に
、
東
京
・
京
都
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
が
、

そ
の
大
会
予
算
が
一
月
二
十
六
日
に
京
都
で
開

か
れ
た
常
務
理
事
会
、
理
事
会
、
評
議
員
会
で

承
認
さ
れ
た
。

　
す
で
に
大
会
開
催
決
定
に
至
る
ま
で
の
経
過

お
よ
び
準
備
状
況
等
は
「
全
仏
」
誌
上
に
掲
載

し
で
い
る
が
、
大
会
予
算
の
承
認
に
よ
り
W
F

B
日
本
大
会
事
務
総
局
を
は
じ
め
実
行
委
員
会

も
実
動
体
制
に
入
る
べ
く
鋭
意
努
力
を
し
て
い

る
◎　
承
認
さ
れ
た
W
F
B
日
本
大
会
予
算
は
別
表

の
と
う
り
、
総
額
二
億
六
千
六
百
八
十
四
万
四

千
円
。
収
入
面
で
は
寺
院
・
仏
教
徒
か
ら
の
協

バ
ン
グ
ラ
救
援
寄
金

三
万
円

　
田
島
ち
ど
り
（
埼
玉
）

一
万
円

　
原
口
徳
正
、
近
藤
製
作
所
、

・
京
）

九
千
七
百
＋
七
円

　
翁
の
会
（
東
京
）

五
千
円

・
押
尾
真
司
（
東
京
）

中
村
静
子
（
東

賛
金
、
実
業
界
等
か
ら
の
寄
付
金
の
ほ
か
に
、

全
日
仏
加
盟
の
宗
派
・
県
仏
・
諸
団
体
に
も
協

力
金
を
お
願
い
す
る
P
こ
の
協
力
金
は
昭
和
五

十
一
年
度
の
全
日
仏
負
担
金
と
同
額
を
二
年
間

に
亘
っ
て
納
入
し
て
も
ら
う
わ
け
で
、
特
に
一

年
目
に
半
分
以
上
～
三
分
の
二
程
度
を
お
願
い

す
る
。
ま
た
寺
院
・
仏
教
徒
の
協
賛
金
に
つ
い

’
凋
　
　
　
1

　
バ
ン
多
デ
ィ
シ
ュ
碧
羅
争
の
影

　
　
響
や
、
モ
ン
ス
ー
ン
な
ど
の
天
災
に
よ
っ
て

　
大
き
な
被
害
を
う
け
、
お
び
た
だ
し
い
難
民

　
に
混
じ
っ
て
、
幾
多
の
孤
児
が
飢
え
と
病
い

　
　
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
ダ
ッ
カ
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
在
る
「
仏
教
孤

宙
児
院
」
に
は
四
百
名
に
の
ぼ
る
孤
児
が
収
容

　
さ
れ
、
仏
教
教
育
を
う
け
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
警
確
言
雛
踊
糊
魁

　
に
い
ま
な
お
相
当
の
欠
乏
を
見
て
お
り
、
そ

欝　の
う
え
孤
児
院
に
入
れ
な
い
孤
児
が
ま
だ
ま

　
だ
多
数
い
る
と
い
う
窮
状
を
、
同
じ
仏
教
徒

『
と
し
て
黙
視
し
得
な
い
現
状
で
あ
り
叢

　
　
何
卒
こ
れ
ら
幾
多
の
孤
児
救
済
の
た
め
に

　　皆
様
の
善
意
を
伝
達
い
た
し
た
く
．
救
援
資

　
金
の
募
集
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

血
1
‘
「
一
、
．
，
」
恥
、
恥
．
、
．

て
は
そ
れ
ぞ
れ
O
賛
意
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す

る
。　
支
出
面
で
は
大
会
費
の
項
で
、
会
議
、
歓
迎

大
会
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
記
念
品
…
等
に
わ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
歓
迎
大
会
は
武
道
館
を
予
定

し
、
会
議
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
東
京
・
京
都
と

で
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
大
会
組
織
に
つ
い
て

．
W
F
B
日
本
大
会
の
事
務
局
は
総
務
局
（
庶

務
部
、
企
画
部
、
記
念
事
業
部
）
、
財
務
局

（
勧
降
部
、
経
理
部
）
、
渉
外
局
（
渉
外
部
、

広
報
部
）
、
運
営
局
（
式
典
部
、
会
議
部
、
接

待
部
）
の
四
局
・
十
部
か
ら
組
織
さ
れ
る
。
ま

　
　
一
，
一
・
．
h
珊
，
ー
ー
．
一
、
、
一
　
　
一
，
，
，
h
髄
町
！
」

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
に
愛
の
手
を
〃
”

協
力
下
さ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
目
　
的
　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
国
ダ
ッ
カ

　
　
　
　
　
市
在
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教
孤

　
　
　
　
　
児
院
・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
在
ア
グ

　
　
　
　
　
ラ
サ
ラ
仏
教
孤
児
院
に
対
す
る

　
　
　
　
　
救
援

　
送
金
先
　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
の
五

』
田
㎜
蝿
～
宙
㎜
㎜
¶
、
，

一一！」邑≡目苗四一

　
　
務
総
局振
替
藤
離
離
　

　
　
三
座
　
東
海
銀
行
浅
草
支
店

　
　
＝
二
五
－
四
三
七

　
　
教
会
・
鎌
田
良
昭

唱
㎏
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

の
五
（
財
）
全
日
本
仏
教
ム
本
分
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
V

　　

@　
@　
@　
@　
@　
ﾉ
本
仏
　

主
　
　
　
　

一
《
・
一
’
・
一
～
一
‘
で
皿
陪

た
実
行
委
員
会
は
接
待
、
会
議
、
式
典
、
広
報
、

渉
外
、
経
理
、
勧
募
、
記
念
事
業
、
総
務
の
九

委
員
会
か
ら
な
り
四
月
一
日
に
始
動
す
る
。

準
備
小
委
員
会
で
二

つ
の
案
件
を
協
議

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
日

本
大
会
準
備
委
員
会
小
委
員
会
（
麻
布
照
海
委

員
長
）
は
、
二
月
十
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
・

全
日
仏
会
議
室
に
お
い
て
、
次
の
案
件
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　
1
、
大
会
テ
ー
マ
蓼
藍
委
員
選
出
の
件

　
数
名
の
委
員
を
選
出
し
て
と
い
う
意
見
も
だ

さ
れ
た
が
、
準
備
小
委
員
全
員
が
こ
れ
に
あ
た

る
と
い
う
こ
と
で
了
承
。

　
2
、
勧
募
趣
意
書
作
製
の
件

囚
寺
院
向
け
・
若
林
隆
光
師
を
起
草
委
員
長
と

し
て
近
々
起
草
委
員
会
を
開
き
具
体
化
す
る
。

圖
一
般
向
け
・
真
渓
義
貫
師
を
起
草
委
員
長
と

し
て
、
二
月
二
十
五
日
に
起
草
委
員
を
招
集
し

協
議
す
る
。

　
な
お
三
月
十
二
日
午
後
一
時
半
よ
り
準
備
委

員
全
体
会
議
、
三
月
十
六
日
に
関
東
甲
信
越
静

四
仏
代
表
者
会
議
を
開
く
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
天
台
宗
新
人
事

▼
天
台
宗
で
は
神
原
玄
祐
宗
務
総
長
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
新
し
く
中
里
徳
国
師
が
総
長
に
任

命
さ
れ
た
。
新
内
局
人
事
は
次
の
と
お
り
。

　
宗
務
総
長
・
中
里
徳
海
、
財
務
部
長
・
高
橋

良
暢
、
教
学
部
長
・
小
泉
即
題
、
庶
務
部
長
・

7
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杜
多
信
雄
、
総
務
室
部
長
・
小
林
隆
彰

　
　
顕
本
法
華
宗
管
長
就
任
式

▼
顕
本
法
華
宗
で
は
能
仁
日
法
管
長
の
任
期
満

了
に
と
も
な
い
、
新
管
長
に
島
田
日
憲
睨
下
が

推
薦
さ
れ
、
そ
の
就
任
式
が
一
月
二
十
七
日
、

総
本
山
妙
満
寺
（
京
都
）
に
お
い
て
執
行
さ
れ

た
。　
　
臨
済
宗
建
仁
寺
派
新
人
事

▼
臨
済
宗
建
仁
寺
派
宗
務
本
院
で
は
内
局
の
任

期
満
了
に
よ
り
左
記
の
人
事
が
発
表
さ
れ
、
宗

務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
宗
務
総
長
）
伊
藤
東
慎
　
　
（
財
務
・
法
務
部

長
）
小
野
琢
道
　
（
庶
務
・
教
学
部
長
）
野
田

学
外
　
　
国
分
寺
派
住
居
番
号
変
更

▼
真
言
宗
国
分
寺
派
宗
務
庁
で
は
住
居
表
示
の

実
施
に
よ
り
左
記
の
通
り
変
更
と
な
っ
た
。

　
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
の
六
の
一
八

　
な
お
大
阪
府
仏
教
会
事
務
局
も
同
番
地
。

…
事
務
総
局
録
事
（
二
月
）

　
五
日

　
九
日

　
十
二
日

十
六
日

　
十
七
日

　
十
九
日

二
十
一
日

二
十
四
日

局
内
会
議

局
内
会
議

仏
教
婦
人
訪
米
団
出
発

W
F
B
事
務
局
へ
引
継
会
議

W
F
B
準
備
小
委
員
会

仏
教
婦
人
訪
米
団
帰
国

局
内
会
議

埼
玉
大
会
準
備
委
員
会
（
全
仏
）

一
・
ニ
＝
一
「
盈
【
』
≡
一
7
一
．
≡
一
：
’
一
．
■
哺
＝
＝
●
麹
【
．
”
≡
二
．
薩
【
．
≡
鞠
＝
・
隷
四
【
．
≡
＝
隅
一
．

花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
繰
り
広
げ
　
　
せ
し
め
る
た
め
に
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
侵
透
　
の
よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
広

昭
和
五
十
二
年
ゴ
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
、

く
O
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
領
布
し
て
お
り
ま
す
。

明
る
い
春
の
野
に
、
静
か

に
立
っ
て
天
と
地
を
さ
す

お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見

る
人
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
年
も
各
県
仏
郡
市
仏
・

各
寺
院
・
幼
稚
園
な
ど
で

広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
一
枚
百
円
（
三
十
枚
以

上
は
送
料
全
日
仏
負
担
i

外
国
は
別
途
）

宗義法人の皆さま、大切な資産運用に国債をご活用にな

りませんカも国が発行する債券ですから、もちろん安全

確実。さらに宗執法人は免税団体ですので利息は非課税

扱いになり年8％の大きな利息がそっくり10年間、確

保されます。また短期の資産運用をお考えなら、短期間

でも有利な既発国債も利用できます。皆さまの資産運用

が明日の国づくりにも役立ち、嗣石二鳥。ぜひ、今後の資産

運用の柱に、国債をご検討ください。

〒103東京都中央区日本橋1丁目
電話　（03）211－3811（大代表）

発
行
人
　
鱒
　
渕
　
正
　
浩
　
　
発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）
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